
 

大 阪 大 谷 大 学 

 
令 和 7 年 度 

 

報 恩 講 
 

日時：令和 7 年 11 月 26 日（水） 

       

４限【14：50～16：20】 
 

場所：講堂（18 号館） 

 

 

講 話 
 

『出遇う、ということ』  
 

講師：大谷中学校・高等学校 宗教科 

         藤並 慈美（ふじなみ いずみ）先生 
 

 

 

 

 

報恩講は、親鸞聖人のご命日の法要で、本学で最も大切な宗教行事です。 

全学部 1回生は出欠を取りますので必ず出席してください。 

出欠をチェックしますので、学生証を持参してください。 

 

●服 装：式典にふさわしい服装（黒・紺・グレーのスーツまたはワンピース） 

●持ち物：学生証、聖典、念珠 

 



報 恩 講 法 要 次 第 
 

Ⅰ．献  灯 

 

Ⅱ．学  歌（『聖典』P.16） 

 

Ⅲ．報 恩 講 法 要 

 

誓願斉唱 

       

     誓願 

     朝に礼拝  夕に感謝 

     智慧明るく 慈悲普く 

     自然の法の まこと窮めん 

 

総礼 

 

    正信偈 

（『聖典』P.26～40） 

 

焼 香 

 

    報恩講の歌（『聖典』P.15） 

 

    恩徳讃（『聖典』P.10） 

 

如来大悲の恩徳は 

身を粉にしても報ずべし 

師主知識の恩徳も 

骨を砕きても謝すべし 

 

総礼 

 

Ⅳ．講  話 
   

『出遇う、ということ』 

 

講師：大谷中学校・高等学校 宗教科 

         藤並 慈美（ふじなみ いずみ）先生 


